
第 ２ ３ 期

（ ２ ０ ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で ）

貸 借 対 照 表

計 算 書 類

損 益 計 算 書

個 別 注 記 表

コ ベ ル コ フ ィ ナ ン シ ャ ル セ ン タ ー 株 式 会 社



　　　　　　コベルコフィナンシャルセンター株式会社

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

千円 千円

（ ） ( 162,164,245 ) （ ） ( 161,964,133 )

【 流 動 資 産 】 【 124,643,748 】 【 流 動 負 債 】 【 124,447,133 】

現 金 及 び 預 金 34,413,026 短 期 借 入 金 124,397,927

営 業 貸 付 金 90,230,697 未 払 金 11,000

そ の 他 23 未 払 法 人 税 等 27,718

未 払 消 費 税 等 85

未 払 費 用 10,403

そ の 他 0

【 固 定 負 債 】 【 37,517,000 】

長 期 借 入 金 37,517,000

【 固 定 資 産 】 【 37,520,497 】 （ ） ( 200,111 )

（ 投 資 そ の 他 の 資 産 ） （ 37,520,497 ） 【 株 主 資 本 】 【 200,111 】

長 期 貸 付 金 37,517,000 【 資 本 金 】 【 25,000 】

繰 延 税 金 資 産 3,497 【 資 本 剰 余 金 】 【 25,000 】

資 本 準 備 金 25,000

【 利 益 剰 余 金 】 【 150,111 】

（ そ の 他 利 益 剰 余 金 ） （ 150,111 ）

繰 越 利 益 剰 余 金 150,111

162,164,245 162,164,245

（金額は千円未満を切り捨てております。）

貸　 借　 対　 照　 表

2023年 3月 31日 現在

資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部

資 産 の 部 合 計 負債・純資産の部合計



　  コベルコフィナンシャルセンター株式会社

千円 千円

【 売 上 高 】

営 業 貸 付 金 利 息 737,528

受 入 仲 介 手 数 料 11,861 749,389

【 売 上 原 価 】

営 業 貸 出 金 原 価 525,821

支 払 手 数 料 5,825 531,646

217,743

【 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 】 24,095

193,647

193,647

193,647

67,888

△ 922 66,965

126,682

損　 益 　計 　算 　書

自 2022 年 4 月  1 日　 至 2023年 3 月 31 日

科　　　　　目 金　　　　額

売 上 総 利 益

営 業 利 益

(金額は千円未満を切り捨てております。）

法 人 税 等 調 整 額

法人税、住民税及び事業税

当 期 純 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益



1 　重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 収益及び費用の計上基準

①営業貸付金利息

営業貸付金利息は、発生時に収益を認識しております。

②受入仲介手数料

(ア)支払代行業務

支払代行業務に係る収益は、顧客である神戸製鋼所並びにその国内子会社のCMS業務の

一環として実施しているものであり、顧客との資金の集中・配分等のサービスに関する基本

契約書に基づいてグループ内外の企業への支払を代行する履行義務を負っております。

当該履行義務は、支払を代行した一時点において、顧客が当該サービスに対する支配を獲

得して充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。

なお、当該業務は代理人としての性質が強いと判断されるため、顧客から受け取る額から

グループ外の企業に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。

(イ)債権流動化仲介業務

債権流動化事務代行業務に係る収益は、譲渡人である神戸製鋼所並びにその国内子会社

のCMS業務の事務代行として実施しているものであり、譲渡人との債権譲渡基本契約書に

基づいて譲渡人が保有する債権の流動化の事務を代行する履行義務を負っております。

当該履行義務は、債権流動化の事務が代行された一時点において、譲渡人が当該サービス

に対する支配を獲得して充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。

2   貸借対照表に関する注記

(1) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債務 千円

長期金銭債務 千円

3   損益計算書に関する注記

(1) 関係会社との取引高

売上高 千円

千円

販売費及び一般管理費 千円

個 別 注 記 表

18,415

79,834,013

37,517,000

1,034

売上原価 490,076



4 　株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当該事業年度の末日における発行済株式の数 普通株式 株

(2) 配当金支払額

2022年6月30日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

① 配当金の総額 千円

② １株当たりの配当額 円

③ 基準日

④ 効力発生日

⑤ 配当金の原資

 

(3) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

2023年6月30日開催予定の株主総会において、次の議案を付議する予定です。

・普通株式の配当に関する事項

① 配当金の総額 千円

② １株当たりの配当額 円

③ 基準日

④ 効力発生日

⑤ 配当金の原資

5 　税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因は、未払事業税であります。

また、当社は、当事業年度から、グループ通算制度を適用し、「グループ通算制度を適用する

場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告42号2021年8月12日）に従って、

法人税及び地方法人税の会計処理またはこれらに関する税効果会計の会計処理並びに

開示を行っております。

500

109,316

218,632

2022年3月31日

2022年6月30日

利益剰余金

126,682

253,364

2023年3月31日

2023年6月30日

利益剰余金



6 　金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

当社は、株式会社神戸製鋼所並びにその国内子会社を対象として、短期及び長期契約

によって資金を借入れ、短期及び長期契約によって資金を貸付けております。　

この内、長期借入金及び長期貸付金は、契約締結時に各々金利率を固定し、契約期間

及び契約金額も合わせることで、収益変動要因を排除しております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

2023年3月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額

については、次のとおりであります。

なお、現金及び預金については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため

時価が帳簿価額に近似するものであることから記載を省略しております。

（単位：千円）

   貸借対照表

　　計上額（＊）

営業貸付金

長期貸付金

短期借入金

長期借入金

(*) 負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注１） 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、

以下３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において

形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場

価格により算定した時価

レベル２の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１の

インプット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、

それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が

最も低いレベルに時価を分類しております。

(37,517,000)

③ (124,403,245)

④

37,517,000

3,923

5,318)(             

(37,635,032)

(124,397,927)

37,672,882

90,234,62190,230,697①

②

    差額時価（＊）

155,882

118,032)(          



①営業貸付金

営業貸付金に含まれる1年内回収予定の長期貸付金（貸借対照表計上額18,881,000

千円）の時価は②長期貸付金の時価算定方法と同一の方法によっており、

レベル2に分類しております。それ以外の貸付金は、変動金利率であり、短期間で市場金利を

反映するため、時価と帳簿価額が近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

②長期貸付金

長期貸付金の時価は、元利金の合計額を同様の新規貸付を行った場合に想定される

利率で割り引いて算定しており、レベル2に分類しております。

③短期借入金

短期借入金に含まれる1年内返済予定の長期借入金（貸借対照表計上額18,881,000

千円）の時価は④長期借入金の時価算定方法と同一の方法によっており、

レベル2に分類しております。それ以外の借入金は、変動金利率であり、短期間で市場金利を

反映するため、時価と帳簿価額が近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

 

④長期借入金

長期借入金の時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される

利率で割り引いて算定しており、レベル2に分類しております。

7 　収益認識に関する注記

(1) 収益を理解するための基礎となる情報

「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

8 　１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 400,222円56銭

１株当たり当期純利益 253,364円21銭

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（注）本個別注記表中の金額は千円未満を切り捨てております。


